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介
護
現
場
に
お
け
る
医
療
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書

報
道
に
よ
る
と
、
昨
年
六
月
、
八
戸
大
学
の
准
教
授
が
、
全
国
十
七
都
道
府
県
の
介
護
職
員
二
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
同
年
十
二
月
末
ま
で
に
三
百
四
十
九
人
か
ら
回
答
を
得
た
が
、
痰
の
吸
引
や
経
鼻
経
管
栄
養
の
処
置
な
ど
の
介
護
現

場
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
「
医
療
行
為
の
経
験
あ
り
」
と
答
え
た
人
が
九
十
二
％
に
上
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
日
常
業
務
と
な
っ
て
い
る
」
が
四
十
一
・
四
％
、
「
看
護
職
か
ら
の
指
示
」
が
二
十
七
・
五
％
、
「
上
司
か
ら
の
指

示
」
が
十
六
・
一
％
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

政
府
が
昨
年
六
月
十
八
日
閣
議
決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
」
に
お
い
て
、
「
医
療
・
介
護
従
事
者
間
の
役
割
分
担
を
見
直

す
」
こ
と
を
提
言
し
、
「
医
療
行
為
の
範
囲
の
明
確
化
」
を
示
し
、
広
く
介
護
施
設
等
に
お
い
て
、
一
定
の
知
識
・
技
術
を
修

得
し
た
介
護
職
員
に
解
禁
す
る
方
向
で
検
討
す
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、
厚
生
労
働
省
内
に
お
け
る
「
介
護
職
員

等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
は
、
同
年
十
月
か
ら
、
重
度
訪
問
介
護
事
業

所
を
含
む
合
計
八
団
体
の
協
力
の
下
、
「
試
行
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
実
質
的
違
法
性

阻
却
の
放
置
状
態
で
あ
る
。
深
刻
な
医
師
不
足
に
加
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
お
い
て
、

看
護
師
の
配
置
が
な
い
夜
間
に
医
療
処
置
を
行
え
な
い
こ
と
に
よ
る
受
け
入
れ
拒
否
や
、
入
居
者
に
退
去
依
頼
を
せ
ざ
る
を
得

一



な
い
場
面
が
増
加
し
て
お
り
、
た
だ
単
な
る
医
療
行
為
の
範
囲
の
明
確
化
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・
介
護
の
根
底
に
お
け
る
「
公

的
な
底
上
げ
」
が
早
急
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
安
全
確
保
措
置
を
前
提
に
医
師
・
看
護
職
員
等
と
の
的
確
な
連
携
・
協
働

に
つ
い
て
推
進
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

先
の
准
教
授
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、
医
療
職
の
人
手
不
足
か
ら
、
緊
急
避
難
的
に
医
療
行
為
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
職
員
の
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
事
実
上
、
介
護
現
場
に
お
い
て
医
療
行
為
が
通
常
の
業
務
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
「
医
療
行
為
が
上
司
か
ら
介
護
職
に
強
要
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
現
場
の
声
も
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

施
設
に
お
い
て
、
深
刻
な
医
師
不
足
に
加
え
、
看
護
師
の
配
置
が
な
い
夜
間
に
医
療
処
置
を
行
え
な
い
こ
と
に
よ
る
受
け

入
れ
拒
否
や
、
入
居
者
に
退
去
依
頼
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
増
加
し
て
い
る
中
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
介
護
家
族
は
積
極
的
な
法
制
化
を
求
め
、
一
方
介
護
現
場
か
ら
は
他
の
医
療
行
為
に
お
い
て
も
な
し

二



崩
し
的
に
介
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
声
が
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解

如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
「
試
行
事
業
（
不
特
定
多
数
の
者
対
象
）
」
の
中
間
報
告
に
よ
る
と
、
講
習
時
間
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
の
適
切
さ
に
つ
い
て
評
価
が
低
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
講
義
の
理
解
度
に
お
い
て
、
「
人
工
呼
吸
器
と
吸
引
」
の
項
目
で
は
、
指
導
者
か
ら
み
た
「
介
護
職
員
が

理
解
で
き
る
」
に
対
し
、
介
護
職
員
が
「
理
解
で
き
た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。
指
導
者

と
介
護
職
員
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
と
思
わ
れ
、
理
解
し
て
い
る
と
は
に
わ
か
に
信
じ
難
い
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

七

「
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
間
ま
と
め
に
よ
る

と
、
介
護
保
険
制
度
等
の
見
直
し
の
時
期
も
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四
年
度
の
実
施
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
「
試
行
事
業
」
の

ケ
ア
の
試
行
の
終
了
時
期
及
び
最
終
評
価
は
何
時
に
な
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

八

一
〜
七
に
関
連
し
、
制
度
の
実
現
の
た
め
に
は
、
医
療
・
介
護
の
根
底
に
お
け
る
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
の
「
公
的

な
底
上
げ
」
が
早
急
に
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


